個人伝道1　　　　　　　　　　　　　ベック兄(レトロテープ聞き取り)

キリスト者に与えられた使命について、すなわち個人伝道について一緒に考えてみたいと思います。

キリスト者は自分の職業の他に一つの使命を持っています。しかしわれわれにとってこの使命こそ、生活の全てなのでありましょうか?私たちはこの使命をしっかり持っているのでありましょうか?この使命のために従順であり、そのためにすべてを捧げているでありましょうか?いろいろな場にあって、あなたの周囲にいる人々は、あなたがたが主イエス様の使徒とわかるでありましょうか?そのためには一分一秒たりともおろそかにせず、主に従順でなければなりません。そのためペテロの手紙第I、1章14節から15節に次のように書いてあります。

ペテロの手紙第I、1:14-15

14 従順な子どもとなり、以前あなたがたが無知であったときのさまざまな欲望に従わず、 

15 あなたがたを召してくださった聖なる方にならって、あなたがた自身も、あらゆる行ないにおいて聖なるものとされなさい。 

と書いてあります。

愛する兄弟姉妹たち、私たちの心の願いは、いったい何なのでありましょうか。

また主イエス様の願いはいったい何でしょうか。

私たちの心の願いと主イエス様の願いは同じでしょうか。

私たちにとって、一番大切なものは、いったい何でしょうか。自分の仕事でしょうか。自分の興味でしょうか。自分の集会でしょうか。自分の奉仕でしょうか。

われわれの心の願いはいったい何なのでありましょうか。

主イエス様は私たちを見たら喜んでくれるのでありましょうか。

主イエス様の心からの願いは、主の御心にかなった生活をして、まことに主を喜ばせることであります。主イエス様は何を欲しておられるのでありましょうか。

主イエス様の心から願いは何でしょうか。主イエス様は何を望んでおられるのでありましょうか。

一言で言うならば、主はひとりも滅びることがないように願っておられるのであります。
ペテロの手紙第II、3:9

9 主は、ある人たちがおそいと思っているように、その約束のことを遅らせておられるのではありません。かえって、あなたがたに対して忍耐深くあられるのであって、ひとりでも滅びることを望まず、すべての人が悔い改めに進むことを望んでおられるのです。 

と主イエス様は、言っておられます。

ヨハネの福音書6:40

40 事実、わたしの父のみこころは、子を見て信じる者がみな永遠のいのちを持つことです。 

ですから主なる神の願いは、人間が救われることなんです。主は人間を救うために、ご自分のもっとも愛するお方を、すなわち主イエス様をお与えになったのです。私たちの心の願いは何なのでありましょうか。私たちの願いはやはり人を救うことでしょうか。もしこの目標を頭に入れてない者は、主を悲しませるなまけ者です。今から私たちは毎週一人の人がこの東京で救われるように祈ろうではありませんか。使徒の働きをちょっと見てみましょうか。

使徒の働き2:46-47

46 そして毎日、心を一つにして宮に集まり、家でパンを裂き、喜びと真心をもって食事をともにし、 

47 神を賛美し、すべての民に好意を持たれた。主も毎日救われる人々を仲間に加えてくださった。 

使徒の働き4:4

4 しかし、みことばを聞いた人々が大ぜい信じ、男の数が五千人ほどになった。 

とあります。

使徒の働き5:14

14 そればかりか、主を信じる者は男も女もますますふえていった。 

と書いてあります。

使徒の働き5:40-42

40 使徒たちを呼んで、彼らをむちで打ち、イエスの名によって語ってはならないと言い渡したうえで釈放した。 

41 そこで、使徒たちは、御名のためにはずかしめられるに値する者とされたことを喜びながら、議会から出て行った。 

42 そして、毎日、宮や家々で教え、イエスがキリストであることを宣べ伝え続けた。 

使徒の働き6:7

7 こうして神のことばは、ますます広まって行き、エルサレムで、弟子の数が非常にふえて行った。そして、多くの祭司たちが次々に信仰にはいった。 

とあります。毎日という言葉が何回もでてきます。毎日人が救われることを願うのは多すぎるでしょうか。絶対にそんなことはありません。主イエス様は私たちが信じれば信じるほど多くのことをなしてくださいます。私たちは主イエス様に、いくら信頼してもしすぎるとうことはありません。一つのことがはっきりしています。私たちの不信仰のため、主イエス様は今までにあまり多くのことをなすことができなかったということです。それを認めなければならないのです。

主イエス様がナザレにおられた時、そこでは何一つ力あるわざを行うことができず、少数の病人に手をおいて癒されただけであった。主イエス様は彼らの不信仰に驚かれたとあります。すなわち主イエス様はナザレでもっとたくさんのことをやりたかったんです。しかし彼らの不信仰によって、ただ二、三人を癒されただけでした。ナザレと同じことが私たちについても言えるのではないでしょうか。すなわち私たちの中でも力あるわざをいままで行なうことができずに、ただ少数の者だけが、罪を赦され喜びを与えられただけなのです。あなたのこころからの願いは何でしょうか。私たちはそれを知っていると思うんです。

あなたはイエス様をもっとよく知りたいのではないでしょうか?あなたは本当の祈り人になろうと思いませんか?そのための道は、あなたが人の魂を獲得するために出かけるところにあるのです。あなたがもしそれをするのなら、あなたは祈らざるを得ません。そうしたら、主イエス様をすばらしくよく知ることができるようになります。あなたの心からの願いは何でしょうか?あなたが主イエス様と一緒に人の魂を救いたいと思ってるのであれば、本当に幸いと思います。
ですから、私たちは如何にしてキリストのために魂を獲得することができるかという問いについて、一緒に考えてみたいと思います。4つの問いに分けてみますと、

第一番目は、重要な質問と確証。

第二番目は、魂の救いの根本状況(条件)。

第三番目は、魂の救い(救済者)。

第四番目は、魂を救う人に対する忠告。

であります。

まずはじめに、重要な質問と確証について考えてみたいと思います。私たちは主のものとして、生きておられる方のまことの子どもとして、人の魂を救う者でしょうか。あなたは、どれだけたくさんの魂を主イエス様のところへ導いたのでありましょうか。それともあなたは一生涯信心深い様子はしてるけれども、何をおいても必要な救いの奉仕をなおざりにしている人々に属するのでありましょうか。魂を漁らないキリスト者は、ちょうど土地をそこなう、実らない土地のようなもんだということをご存知でしょうか。主イエス様のために、救われていない人の魂を獲得することをためらったり、そのチャンスがないんだなどと言ってはなりません。申し訳とか、言い訳はいつもやりたくないということを表しています。主イエス様との生き生きとした結びつきをもって、生活をしているキリスト者は、魂の滅び行く人々に主イエス様の道を指し示す人々にほかなりません。さらに私たちは、人の魂を救うということは偉大な仕事であり、しかも主なる神が、人間にこの仕事をお許しになったというこをご存知でしょうか。

主イエス様がペテロとアンデレがついて来るのを見て、次のように言われました。「わたしについて来なさい。あなたがたを人間をとる漁師にしてあげよう。」と。イエス様に従っている者は、それはとりもなおさず主イエス様から人を漁る人として召されたことを意味しています。あなたはこの大切な事実を確信し、自覚しているのでありましょうか。また一方救われた者として救いの奉仕をしない者は、必ず霊的にそこなわれるのであります。どうでもよい者だというような者になってしまうのです。将来主イエス様の前に進みでるとき、空手の人はどんなにつらいことでしょう。

ダニエル書12:3

3 思慮深い人々は大空の輝きのように輝き、多くの者を義とした者は、世々限りなく、星のようになる。 

私たちはこのすばらしい約束に面と向かっていながら、なおも信心深いなどということで満足していられるのでありましょうか。いいえ、私たちが最初の愛を捨てないかぎり、私たちはそのままでおられないはずです。もしあなたが最初の愛を捨てしまってるなら悔い改めなさい。そして主からの力で自分を満たし、主イエス様の名前によって勇気を持ち、魂の救いの働きにでかけなさい。
続いて第二番目の点、すなわち魂の救いの根本状況について考えてみたいと思います。キリスト者は魂を救うものでなければなりません。魂を救う者でないキリストはどうでもよいという危険な状態にいるのです。なまぬるいんです。しかしイエス様との生き生きした結びつきをもって生活している人は、地獄に滅びゆく他の人々を無関心にながめているなどということはできないはずです。それどころか、必ずこの確実な滅びに落ちゆく失われた魂を救い、主イエス様のとこへ導こうとするんです。このために必要としているものは、いったい何なんでありましょうか。

第一番目は繊細な感情であります。意見であります。イエス様に対してまだ回心していない人を救うためには意見が大切です。まごころと愛のこもった慎みが、これから蒔こうとする土地に用意されなければなりません。この意見とは、まず救われつつある人の個人的関心事の相手になってあげるということです。話している間にも、その人に何が必要かを指し示してあげることが必要です。繊細な感情です。
第二番目に主イエス様との祈りの結びつきもどうしても必要です。この結びつきがなければ意見は何の役にも立ちません。決定的な勝利は絶えず祈りによって勝ち取られるんです。

第三番目にはいわゆる能力であります。魂救う者は聖書を用いなければなりません。神のみことばだけが魂を救う力を持っているのです。聖書を用いようとする人は聖書を知らなければなりません。聖書を応用することができなければなりません。そのためには個々の聖書の個所を暗記することをお勧めします。

第四番目にみことばを信ずる信仰です。必要なのは、主のみことばが真実であるということを絶対的に確信することです。聖書に対して、みことばに対して、少しの疑い、少しの不安でも持っているならば、結果は不確かな者となり失敗します。なぜなら疑いとか不安は聖霊の働きを無力にするからです。疑いとか不安は、ちょうど小児麻痺のウィルスのようなものです。例えば神なき者、回心していない者は滅びるという確信のない者は魂の救済にも活発でないのです。

繊細な感情、主と祈りの結びつき、能力(聖書を用いる能力)、そして四番目にはみことばを信ずる信仰はどうしても必要です。

これから第五番目になりますけれども、決して絶望することのない信仰も必要です。ある場合には完全に見込みがないように思われるかもしれません。しかしイエス様を考えている人は、意外なことを経験することが許されます。絶望している信仰ではイエス様の偉大さをみることができません。しかしイエス様に錨を下ろした信仰は、主の御手を動かすことができるんです。人を主のみもとに導こう思えば、このような決して絶望することのない信仰を持つ必要があります。
それから第六番目に忍耐も必要です。忍耐のない魂の救済者は役に立つどころか害になります。結果を豊かに結ぶ魂の救いとは、神の時を考えることに馴れていなければなりません。なぜなら主なる神の時は、私たちの時とは違うからです。まったく異なっているからです。例えばノイローゼ気味の辛抱強くない漁師はあまり魚を獲らないか、また全然魚を獲らないのと同じです。魂を救いたいと思いながらもこの忍耐を知らない人は、当を得た、しかも絶対必要なイエス様の忍耐をなおも学んでください。

マタイの福音書4:19-20

19 イエスは彼らに言われた。「わたしについて来なさい。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう。」 

20 彼らはすぐに網を捨てて従った。 

と書いてあります。

今まで、重要な質問と確証及び魂の救いの根本要素について話しましたが、これから魂の救済者、すなわち魂の救い手について一緒に考えてみたいと思ます。

第一番目は、人の魂を救う者は完全に主イエス様に従う者でなければなりません。中途半端な信者は魂の救い手となることはできないのです。中途半端な人は三つの興味を持っています。信心深そうな話とか、信心深そうな趣味を、または楽しみの場所とかを愛しているのであります。あらゆる施設を主イエス様の意志として受け取る備えのない人は、結果の乏しい人です。また何かあることで妥協してしまっている人は、ちょうどルカの福音書に出てくる畑を耕す人のような者です。すなわち「手にスキを付けてから、すなわち後ろを見る人のような者です。」全然妥協のない断固とした態度の持ち主だけが主イエス様と一緒に十字架につけられたすばらしい生活をすることができます。

第二番目は、実り多い魂の救い手は聖霊に満たされていなければならないということであります。主を信じる者の中で聖霊に満たされている者は割合に少ないということは非常に悲しい事実です。聖霊によって示された道を行かない者は多くの実例が示すように良心、またはふざけ半分の信仰にその人を追いやるのです。キリスト者の生活に主イエス様の死と、よみがえりの力が働いていないならば、聖霊の満たしを自分のものとすることができません。聖霊の満たしをいつも願っているものは、前もってローマ人への手紙6章6節のどうしても必要な真理を自分のものとしなければなりません。ちょっとお読みします。

ローマ人への手紙6:6

6 私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪のからだが滅びて、私たちがもはやこれからは罪の奴隷でなくなるためであることを、私たちは知っています。 

と書いてあります。

ガラテヤ人への手紙2:20

20 私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです 

と書いてあります。このことを体験的に知ることが勝利の生活の秘訣であります。

第三番目に、魂を救う人は祈りの人でなければなりません。この場合、静かな小部屋での祈りや交わりの祈りが問題なのではなく、絶えざる主イエス様との祈りの結びつきが問題です。人の魂を救いたいと思う人はこの非常に大切な仕事をしている間、イエス様と絶えず結びつきを持っていなければなりません。さらに次のような事柄を祈ることが大切です。

主イエス様は私たちをいつも適当な人間に結び付けます。私たちは会う人全部に、いきなりその人の魂の救いについて語りかけるなどということはできません。主はいつも適当な人を結び付けます。 主イエス様は私たちにいつも適当な言葉を送ってくださり、個々の人の取り扱いに適当な方法を主は示してくださいます。 主は私たちがするこの仕事を吟味してくださいます。魂の救いの働きの前後の祈りは、働く人と同じ位大切です。祈りのないキリスト者はみじめな姿です。あわれな者です祈りなきキリスト者は喜びがないし、実を結ばないし、救霊者とはなり得ません。 私たちの祈りの生活の様子はどうでありましょうか。私たちが祈りの霊がなくなる理由はどこにあるのでしょうか。全ての邪魔者を取り除かれなければなりません。

何の罪かいちいち名前をあげて主の前に告白しなさい。主の御前に次の質問してるのをじっくりとお考えになってください。

私の祈りの生活は罪によって力のないものとなっていなかったでしょうか。 

私の祈りの生活はあせり、不規則、不信仰によって妨げられていなかったでしょうか。 

私の祈りの生活は実りがなかったのではないでしょうか。また自分は主イエス様との交わりをもって、人々の魂を救う力をもっているでありましょうか。 

私は自分のこと、自分の仕事、自分の家族のためにだけ祈るのでありましょうか。それとも全世界のためにも祈るのでしょうか。 

自分の祈りの生活はいろいろな思い煩いのために弱くされてはいないでしょうか。祈りのうちに大きな仕事をしていることができるそれをいつも覚えてください。 

私たちの祈りの生活は成長しているのでありましょうか。私たちは毎日の祈りの意味と力をより多く学んでいるのでしょうか。この問いに対して私たちの答えはどうでしょうか。 

私たちの生活をみますと、その失敗の全ては祈りがなかったことから出ることがわかります。祈りによって全てが可能になるのです。心から祈れば多くの人々が救われます。

魂の救済者は

第一番目に、徹底的に主にだけに従わなければならない。

第二番目に、霊に満たされていなければならない。

第三番目に、祈りの人でなければならないのであります。

今度は第四番目になりますけども、魂を救う人は魂を救いたいという要求で満ちていなければならない。まだ救われていない人の苦しみを見て、涙も流さないようなクリスチャンは、イエス様のために情熱を燃やすが何を意味するのかを知らない人です。自分が手術する患者を愛さなくても、その外科医はよい外科医であるかも知れません。滅び行く人を愛さない魂の救済者は、実を結ぶことのない魂の救済者であります。スコットランドのジョン・ノックスはどう祈ったのでしょうか。「主よ。われにスコットランドを与えたまえ。さもなくば私は死にます。」と祈りました。主イエス様のために情熱をもたず、主のために人を救おうとする気持ちを精神と魂にみなぎらせていない人は、自分の信仰の生涯を信心深い理想主義としてしまうのです。

ここまでは重要な質問と確証及び魂の救いの根本要素などから、魂いの救済者について考えましたが、これから魂を救う人に対する忠告を致したいと思います。

第一番目に、どうしたら魂の救いの働きをすることができるのでありましょうか。口で話すことによってです。その方法によって魂の救済はもっとも効果の多い大切な方法です。この方法の右にでるものはありません。個人的接触はしばしば奇跡を現わします。この接触を妨げる障害が山のようにあっても、信仰は山をも置きかえるということをはっきり知ることが大切です。 

この次はトラクトによってです。魂の救いの働きをすることができるんです。トラクトを配ることによって、いろいろな書物、読み物をあげることによってです。もちろんこの場合、いい本、よいトラクトだけを配る注意が肝要であります。読者には一番よい種を蒔くように心がけます。収穫の時に失望しないようによい種を蒔きましょう。本はたくさん出ています。トラクトもたくさん出ています。でも実際によいのは僅かです。そのトラクトはまだ回心していない読者が曖昧に妥協することなく、二者択一、あれかこれか一つを選ぶことを迫るようなものでなければなりません。 

こんどは個人的な手紙によってです。手足を切断された、そして木の切り株のように横になったままでいなければならない若い婦人がいました。この婦人はこの痛ましい状態にもかかわらず、主イエス様のために働きたいと思ったのです。この人は長い間考えた後に指物師(家具職人)に自分のからだを固定することができ、マグネットを備えた台をを作らせました。このように大変骨の折れる方法で、次々と数千通の手紙を書いたのです。この手紙が数百人の人を救うエンジンとなったのです。個人的な手紙を通しても伝道することができるんです。 

あるいは、もう一つは集会に招くことです。この場合、もちろん福音を宣べ伝える者は生まれ変わった者であることと、全福音を省略することなく宣べ伝えること、及び聖書の霊感を信じてるものであることが前提となっています。この霊感とは聖書の神の言葉であり、主なる神が人に書かせたのが聖書です。聖書を書いた人は聖霊によって書いたのですが、自分の考えで書いたのではありません。ですから、聖書は霊感の書です。 

今まで、第一番目にどうしたら魂の救いの働きをすることができるかについて考えたのですが、こんどは第二番目になりますけれども、こんどは牧会の個人的相談に対しては次の点に注意することが必要です。

一般に、男性、女性両方、牧会者は同性の人とするのを常にすべきです。困難な問題の場合はいつも経験に富んだ兄弟または姉妹にまかせられるべきです。 牧会の相談のときには第三者がその場にいないことが必要です。もちろんどうしてもそれが望まれればその限りではありません。 あなたと話してる人の話をさえぎってはいけません。むしろ、あなたはその人の話を聞きながら、この場合には聖書のどの個所を適用すべきかを祈るとともによく考えることです。いつも目標をつかんでいなければなりません。この目標から、自分を決してそらしてはいけません。本来の目標と、結局導く機会を逃してはなりません。 あなたはたとえ挑戦されても、激しい言葉で答えてはいけません。テモテへの手紙第II、2章24節-26節に次のように書いてあります。

テモテへの手紙第II、2:24-26

24 主のしもべが争ってはいけません。むしろ、すべての人に優しくし、よく教え、よく忍び、 

25 反対する人たちを柔和な心で訓戒しなさい。もしかすると、神は彼らに悔い改めの心を与えて真理を悟らせてくださるでしょう。 

26 それで悪魔に捕えられて思うままにされている人々でも、目ざめてそのわなをのがれることもあるでしょう。 

すなわち、いつも変わりなく、親切でいなさい。 勇気を持ちなさい。だれにも恐れをいだいてはなりません。恐れをいだく、不安を持っているキリスト者は他の人に全然感銘を与えません。使徒たちの持っていた大胆さを覚えてください。彼らの内に住まわれた主は、われわれの内にも住んでくださるのです。 議論してはなりません。
テモテへの手紙第I、6:20

20 テモテよ。ゆだねられたものを守りなさい。そして、俗悪なむだ話、また、まちがって「霊知」と呼ばれる反対論を避けなさい。 

と書いてあります。

テモテへの手紙第II、2:23

23 愚かで、無知な思弁を避けなさい。それが争いのもとであることは、あなたが知っているとおりです。 

とあります。あなたの議論は聖書に書かれているものであってほしい。なぜなら、神の言葉が、岩を引き裂き、打ち砕き、ハンマーのようであって、あなたの論拠は岩を砕くことはできません。 たずねている人、自身に聖書の個所を読んでもらうことを忘れてはなりません。そのたびごとに、その人に聖書のみことばが真理であることがわかったかどうか尋ねなさい。、もしわからなかったら、もしそうすることが必要なら、あなたは聖書の他の個所を引用して、その人に聖書のみことばを説明してください。いかなる場合も聖書をおろそかにしてはなりません。 

マルコの福音書1章16からお読み致します。

マルコの福音書1:16-18

16 ガリラヤ湖のほとりを通られると、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打っているのをご覧になった。彼らは漁師であった。 

17 イエスは彼らに言われた。「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしてあげよう。」 

18 すると、すぐに、彼らは網を捨て置いて従った。 

「イエスはシモンをご覧になった。」シモンは名前だけを用いました。そのうちにシモンは人間の弱さを表わしています。主イエス様がシモンをはじめてご覧になった時、イエス様はシモンを特別によい人間とは思いませんでした。シモン・ペテロは十字架にかかられたイエス様を、鶏の鳴く前に何度も知らないと否定しました。ペテロに聖霊が降りた時、すばらしい説教をすることも、イエス様はその時知っておられたのです。

すなわちイエス様は人間だけを見るのではなく、イエス様は恵みによってその人間がいかに変るかも見ておられます。イエス様はシモンをご覧になったように私たちをもご覧になっておられます。あなたがよい人であろうが、悪い人であろうが、またあなたが適当な人であろうが構わないんです。とにかくあなたをご覧になってあなたを呼んでおられます。主イエス様の言葉を聞いてください。「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしてあげよう。」とイエス様は言われ、また祝ってくださるのです。

この学びの最後に、もう一つの大切な質問について考えてみたいと思います。すなわち救われたいと思っている人を如何に取り扱うか?という質問です。

自分の魂の救いに悩み、救われたいと思っている人は、すでに聖霊の働きのもとにいます。なぜなら聖霊は罪に対して人の目を開かせる方です。けれども、まず本当の後悔の念があるかどうかを試してみてください。後悔のないところは信仰はあり得ません。悔い改めのない信仰は救いを得させる信仰ではありません。

次の個所を読めばわかります。

マタイの福音書22:32

32 『わたしは、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である。』とあります。神は死んだ者の神ではありません。生きている者の神です。」 

詩篇38:6

6 私はかがみ、深くうなだれ、一日中、嘆いて歩いています。 

コリント人への手紙第II、7:10

10 神のみこころに添った悲しみは、悔いのない、救いに至る悔い改めを生じさせますが、世の悲しみは死をもたらします。 

ヨハネの手紙第I、1:9

9 もし、私たちが自分の罪を言い表わすなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます。 

私たちが主イエス様に罪を告白しないかぎり、主なる神は私たちの罪を赦すことができません。ですから悔い改めたい罪人がまず第一に、自分の罪を主イエス様に告白することが大切です。イエス様は約束してくださいました。私のもとに、私のところに来る者は私は決して捨てません。ダビデは自分の罪を言いあらわしたから、罪の赦しを確信することができました。

詩篇32:5

5 私は、自分の罪を、あなたに知らせ、私の咎を隠しませんでした。私は申しました。「私のそむきの罪を主に告白しよう。」すると、あなたは私の罪のとがめを赦されました。 

救われたいと思ってる人に、「世の罪を取り除く神の小羊」として主イエス様を教えて上げなさい。

イザヤ書53:4-6

4 まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった。だが、私たちは思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられたのだと。 

5 しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。 

6 私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。 

あるいは、

ペテロの手紙第I、1:24

24 「人はみな草のようで、その栄えは、みな草の花のようだ。草はしおれ、花は散る。 

ガラテヤ人への手紙3:13

13 キリストは、私たちのためにのろわれたものとなって、私たちを律法ののろいから贖い出してくださいました。なぜなら、「木にかけられる者はすべてのろわれたものである。」と書いてあるからです。 

あるいは、

ヨハネの手紙第I、2:2

2 この方こそ、私たちの罪のための、――私たちの罪だけでなく全世界のための、――なだめの供え物なのです。 

まだ救われたいと思っている人に、「主イエス様は正しい者のためではなく、罪人のために亡くなられたこと」を教えて上げなさい。

ローマ人への手紙5:6

6 私たちがまだ弱かったとき、キリストは定められた時に、不敬虔な者のために死んでくださいました。 

さらに、救われたいと思ってる人に、「主なる神は、罪人であり神の前に滅び失われていることを認めている人を義とされる」ことを教えて上げなさい。

ローマ人への手紙4:5

5 何の働きもない者が、不敬虔な者を義と認めてくださる方を信じるなら、その信仰が義とみなされるのです。 

コリント人への手紙第II、5:21

21 神は、罪を知らない方を、私たちの代わりに罪とされました。それは、私たちが、この方にあって、神の義となるためです。 

まだ、救われたいと思っている人に、「主イエス様のまことの力」を教えてください。

イエス様の死はすべての罪を洗い聖めます。もしあなたがイエス様の血潮を信じるならば、あなたの罪は取り除かれ、もはや神はその罪を思い出すことはしません。

主を信じる者は救われて、もはや裁きに至ることはないと聖書は言ってます。

イザヤ書1:18

18 「さあ、来たれ。論じ合おう。」と主は仰せられる。「たとい、あなたがたの罪が緋のように赤くても、雪のように白くなる。たとい、紅のように赤くても、羊の毛のようになる。 

ローマ人への手紙3:24-25

24 ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです。 

25 神は、キリスト・イエスを、その血による、また信仰による、なだめの供え物として、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現わすためです。というのは、今までに犯されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです。 
ローマ人への手紙5:7-10

7 正しい人のためにでも死ぬ人はほとんどありません。情け深い人のためには、進んで死ぬ人があるいはいるでしょう。 

8 しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。 

9 ですから、今すでにキリストの血によって義と認められた私たちが、彼によって神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。 

10 もし敵であった私たちが、御子の死によって神と和解させられたのなら、和解させられた私たちが、彼のいのちによって救いにあずかるのは、なおさらのことです。 

ヨハネの手紙第I、1:7

7 御子イエスの血はすべての罪から私たちをきよめます。 

エペソ人への手紙1:7

7 私たちは、この御子のうちにあって、御子の血による贖い、すなわち罪の赦しを受けているのです。これは神の豊かな恵みによることです。 

救われたいと思っている人に、「主イエス様が完全に救うことがおできになること」を教えて上げなさい。

ヘブル人への手紙7:25

25 したがって、ご自分によって神に近づく人々を、完全に救うことがおできになります。キリストはいつも生きていて、彼らのために、とりなしをしておられるからです。 

ユダの手紙1:24

24 あなたがたを、つまずかないように守ることができ、傷のない者として、大きな喜びをもって栄光の御前に立たせることのできる方に、 

ペテロの手紙第I、1:5

5 あなたがたは、信仰により、神の御力によって守られており、終わりのときに現わされるように用意されている救いをいただくのです。 

救われたいと思っている人に、「どうして救われるか。すなわち自分の行いではなく、ただ、ただ信仰により救われること」を教えて上げなさい。

ローマ人への手紙3:25-26

25 神は、キリスト・イエスを、その血による、また信仰による、なだめの供え物として、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現わすためです。というのは、今までに犯されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです。 

26 それは、今の時にご自身の義を現わすためであり、こうして神ご自身が義であり、また、イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです。 

使徒の働き16:30-31

30 そして、ふたりを外に連れ出して「先生がた。救われるためには、何をしなければなりませんか。」と言った。 

31 ふたりは、「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われます。」と言った。 

ヨハネの福音書3:16、36

16 神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 

36 御子を信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に聞き従わない者は、いのちを見ることがなく、神の怒りがその上にとどまる。 

ローマ人への手紙10:9-10

9 なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです。 

10 人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。 

救われたいと思っている人に、「信仰は感情と全然関係がない」と、教えなさい。多くの人は罪の苦しみのうちに滅びるという感情にとらわれています。ですからその人には、「信仰とは、主イエス様がなされた救いのみわざを自分から見つめることである」ことを教えて上げなさい。

ヘブル人への手紙11:1

1 信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです。 

と書いてあります。主イエス様、ご自身が約束してくださったのです。すなわち主イエス様の血はすべての罪から聖めることを、滅び行くあらゆる感情にもかかわらず信じましょう。主は約束してくださったからです。

もう一回言いましょうか。救われたいと思ってる人を如何に取り扱うべきでしょうか。悔い改めたい気持ちがあるかどうか調べてください。なぜならば悔い改めのないところに信仰はあり得ないからです。悔い改めのない信仰は救いを得さす信仰ではありません。信仰のない悔い改めも役に立たないものです。悔い改めたい罪人がまず第一に、自分の罪を主イエス様に告白することの大切さを教えてください。 また世の罪を取り除かれた主イエス様を、心の目で見るようにと教えてください。 イエス様は正しい人のためでなく、また罪人のために亡くなられたことを教えてください。 また主なる神は、罪人であり神の前に滅び失われていることを認めている人々を義とされたことを教えてください。 また主イエス様の血の力を教えて上げなさい。また主イエス様の血の力はすべての罪を洗い聖めます。 イエス様が完全に救うことができ、いやすことができ、解放することがおできになることを教えてください。 救われたいと思っている人にどうして救われるか、自分の行いではなく、ただ信頼することにより、信仰により救われることを教えてください。 
また救いの土台なるものは、確信の土台なるものは決して自分の感情ではなく、理性でもなく、主のみことばだけである。だから、みことばだけに頼るようにと教えてください。 

個人伝道2　　　　　　　　　　　　　　　　ベック兄(レトロテープ聞き取り)

続いて個人伝道について学びたいと思います。始めに聖書から2ヵ所ばかりお読み致ししたいと思います。

箴言11:30

30 正しい者の結ぶ実はいのちの木である。知恵のある者は人の心をとらえる。 

箴言24:11-12

11 捕えられて殺されようとする者を救い出し、虐殺されようとする貧困者を助け出せ。 

12 もしあなたが、「私たちはそのことを知らなかった。」と言っても、人の心を評価する方は、それを見抜いておられないだろうか。あなたのたましいを見守る方は、それを知らないだろうか。この方はおのおの、人の行ないに応じて報いないだろうか。 

ドイツには有名なクリスマスの歌があります。それは次にような内容のものです。

世は失われてしまった。

しかしキリストがお生れになった。

それだから喜べ、大いに喜べ。

この歌によって、二つの事実と一つの命令が明らかにされています。すなわち第一の事実は、この世が失ってしまっていることが、日々私たちに示されて明らかになっているという事実なのです。しかしながら残念なことに、この事実は当たり前のようになってしまって、ほとんど私たちの心を動さないほどまでになってしまっているのであります。

第二の事実は、キリストがお生れになったという事実が私たちをはるかに感動されるべきものであり、この喜びの訪れはすごくよく宣べ伝えるのに値するものなのです。そして主の命令は喜びなさい、大いに喜びなさいとということなのです。

この喜びの源とは何かと申しますと、主イエス様がお生れになったということ。大いなる救いの代価を支払われたということ。そして福音が成就されたということ。また、私たちが永久に主のものとなることが許されているということなんです。

しかしながら、この特権は同時に責任をも意味してるのです。そしてその責任とは漁る者となること。すなわち人から人へと福音を宣べ伝えることを意味してるのです。主イエス様は今日も言っておられます。「私はあなたを人を漁る者としよう」と。

正しい者の結ぶ実はいのちの木である。知恵のある者は人の心を捕らえる。捕らえられて殺されようとする者を救いだし、虐殺されようとしている貧困者を助けだせ。もしあなたがそのことを知らなかったと言っても、人の心を評価する方はそれを見抜いておられないだろうか。

そこで私たちは今日、二つの点について考えてみたいと思います。すなわち、その第一は「魂を獲得することの必要性(救霊の必要性)」。そして第二番目は「魂を獲得することの勧めと前提条件(救霊の勧めと前提条件)」について考えてみたいと思うのであります。

本当は第三番目の点、すなわち「魂いを獲得することの実践的方法について」も学びたいと思うのですけれども、今日は時間の関係で2つの点だけについて、すなわち救霊の必要性と、救霊の勧めと前提条件について考えてみたいと思います。

　

マタイの福音書9:36-38

36 また、群衆を見て、羊飼いのない羊のように弱り果てて倒れている彼らをかわいそうに思われた。 

37 そのとき、弟子たちに言われた。「収穫は多いが、働き手が少ない。 

38 だから、収穫の主に、収穫のために働き手を送ってくださるように祈りなさい。」 

主イエス様が人になられ、十字架にかかってくださったことの目的は、まさに魂を救うこと以外の何ものでもありませんでした。主イエス様が群衆をご覧になった時に、主イエス様のうちに何かが起ったのです。すなわち主は群衆をあわれまれ、そのため心のうちに大きな感動が生まれたのです。というのも、この群衆は羊飼いのいない羊のように弱りはてて倒れていたからです。

この言葉、すなわちあわれに思われた言葉は、哀歌3章22節にでています。

哀歌3:22

22 主のあわれみは尽きないからだ。 

マタイの福音書18:27

27 しもべの主人は、かわいそうに思って、彼を赦し、借金を免除してやった。 

とあります。

マルコの福音書5:19

19 「あなたの家、あなたの家族のところに帰り、主があなたに、どんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあわれんでくださったかを、知らせなさい。」 

マルコの福音書9:22

22 もし、おできになるものなら、私たちをあわれんで、お助けください。」 

とあります。主イエス様が群衆をご覧になった時、主は彼等を批判したり、攻撃したりすることはなさらず、心の奥底まで彼らをあわれまれたのです。

どうですか、私たちが群衆を見た時に私たちの場合いったいどうでありましたでしょうか。先程お読み致しましたマタイの福音書9章38節-39節については次の5つの点を考えてみることができます。　

第一番目は群衆のまなざし。

第二番目は群衆の大きさ。

第三番目は群衆の苦しみ。

第四番目は群衆の罪。

第五番目は群衆の孤独です。

ちょっとだけ、一緒に考えてみたいと思います。まず、「群衆に対するまなざし」は非常に大切です。失われた者の状態は、私たちの心を深く捕えられるに違いありません。ここで大切なことは、主イエス様が何をご覧になったかではなく、いかにご覧になったかであります。主の反応と私たちの反応はしばしば非常に違っているのです。それは弟子たちの場合にも同じでありました。

マルコの福音書10:13-14

13 さて、イエスにさわっていただこうとして、人々が子どもたちを、みもとに連れて来た。ところが、弟子たちは彼らをしかった。 

14 イエスはそれをご覧になり、憤って、彼らに言われた。「子どもたちを、わたしのところに来させなさい。止めてはいけません。神の国は、このような者たちのものです。 

ルカの福音書19:39-40

39 するとパリサイ人のうちのある者たちが、群衆の中から、イエスに向かって、「先生。お弟子たちをしかってください。」と言った。 

40 イエスは答えて言われた。「わたしは、あなたがたに言います。もしこの人たちが黙れば、石が叫びます。」 

マタイの福音書15:23

23 しかし、イエスは彼女に一言もお答えにならなかった。そこで、弟子たちはみもとに来て、「あの女を帰してやってください。叫びながらあとについて来るのです。」と言ってイエスに願った。 

と書いてあります。この個所だけを見てもわかります。すなわちわれわれの主、羊飼いなる主、イエス様の反応と弟子の反応はずいぶん違ったのです。弟子たちは、イエス様のみもとに行った人々を叱ったのです。また黙らせようとしたのです。そして帰してやってくださいと願ったのです。何と多くの人々は弟子と同じようにイエス様のみもとに来る人々を叱るのでありましょうか。また、黙らせようとするのでありましょうか。あるいは帰してやってくださいと願うのでありましょうか。しかし主イエス様は、人間は常に救われなければならない失われた者としてご覧になったのです。それですから、主は批判したり、攻撃したりしないで、彼等に同情され、あわれまれたのであります。私たちが何を見て、いかに見るかということは私たちの心を動かします。

哀歌3:51

51 私の目は私の町のすべての娘を見て、この心を苦しめる。 

とあります。

私たちが必要としているものは、燃ゆるがごとく救い主の愛、すなわち失われた者が救われるようにという切なる願いであります。主があわれまれたこのことゆえに、無関心でいられるでしょうか。

今まで群衆のまなざしについて考えたんですが、今度は二番目に「群衆の大きさ」について、ちょっと考えてみたいと思います。私たちは東京、大阪のような大都市を思うとき、やはり、大群衆についても語らざるを得ません。はたして、主イエス様と生き生きとした交わりを持っている人が、この大都市の中で何人いるでしょうか。この人生の意味を見出だしている人々は何と少ないことでありましょうか。本当の喜びと、本当の満足を知っている人々はなんと少ないことでしょうか。彼等は全て救い主を必要としているのです。これらの大群衆は私たちの心の重荷となっているのでありましょうか。人々が主イエス様を知らずして死を迎えることに対して私たちは無関心であってよいものでしょうか。

ヨハネの福音書8:24

24 もしあなたがたが、わたしのことを信じなければ、あなたがたは自分の罪の中で死ぬのです。」 

とあります。「もし、あなたがたが私のことを信じなければ、自分の罪の中で死ぬのです。」と主イエス様は言われたのであります。

三番目に「群衆の苦しみ」であります。主イエス様の時代の人々は羊飼いのない羊のように倒れ、バラバラに散らされてしまっておりました。同じことが私達のまわりの大部分の人について今日も言えるのではないでしょうか。

ルカの福音書1:47

47 わが霊は、わが救い主なる神を喜びたたえます。 

と書いてあります。「わが霊は、わが救い主なる神を喜び讃えます。」救い主を待つことは、すばらしいことであり、羊飼いである救い主を持たないことはもっとも恐ろしいことであります。主なる神を友として知っている人は、何と少ないことでありましょうか。ヨハネの福音書15章14節に、主イエス様は次のように言われました。

ヨハネの福音書15:14

14 あなたがたはわたしの友です。 

主イエス様を自分の羊飼いと知っている人は、何と少ないことでありましょうか。ダビデは次のように告白しています。「主は私の羊飼いである。私は乏しいことがありません。」また、主イエス様を避け所、また隠れ場として知っている人は何と少ないことでありましょうか。

イザヤ書32:2

2 彼らはみな、風を避ける避け所、あらしを避ける隠れ場のようになり、 

すなわち、主ご自身が彼等にとって避け所であり隠れ場であるという意味です。確信を持って将来を見ることが出来る人は何と少ないことでしょうか。詩篇の作者は確信を持っていました。

詩篇73:24

24 あなたは、私をさとして導き、後には栄光のうちに受け入れてくださいましょう。 

主イエス様によって、私達は非常に富む者にされているのです。私達は主イエス様によって、救いを自分のものとすることが赦されているのです。

エペソ人への手紙1:7

7 私たちは、この御子のうちにあって、御子の血による贖い、すなわち罪の赦しを受けているのです。これは神の豊かな恵みによることです。 

と書いてあります。私たちは罪の赦しを持っていると言える人はあまりありません。

エペソ人への手紙1:3

3 神はキリストにおいて、天にあるすべての霊的祝福をもって私たちを祝福してくださいました。 

と書いてあります。本当に私達は救いを自分のものにしたから、本当に私たちはまことに富む者であります。またイエス様によって、私達は本当の満足を持っているのです。また、詩篇の16章11節には、「あなたの御前には喜びが満ちています。」と書いてあります。また私たちの主イエス様によって、私達はとこしえに守られているのです。イエス様の約束を聞きましょう。

ヨハネの福音書10:28-29

28 わたしは彼らに永遠のいのちを与えます。彼らは決して滅びることがなく、また、だれもわたしの手から彼らを奪い去るようなことはありません。 

29 わたしに彼らをお与えになった父は、すべてにまさって偉大です。だれもわたしの父の御手から彼らを奪い去ることはできません。 

私たちはそのことをよく考えるならば、私たちは礼拝する以外に何もできないのです。しかし他方において、まだ救われていない人の苦しみは私たちにとって心の重荷とならなければなりません。私は彼らに対して本当に心を動かされているのでありましょうか。

今まで群衆のまなざし、大きさ、苦しみについて考えたのですが、第四番目には「群衆の罪」について、ちょっただけ考えたいと思うのです。群衆の罪について、イザヤ書53章6節に書いてあります。すなわち、

イザヤ書53:6

6 私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。 

と書いてあります。罪とは何でしょうか。さまようことです。自分の道に向かっていくことであります。本当に私たちは、例外なく羊のようにさまよう者でした。一人一人は自分勝手の道に向かって行った者でした。けれども父なる神は、われわれの全ての罪と咎を主イエス様に負わせたと書いてあります。このようにイザヤは2700年前に群衆のことを描き、また神の開放の道を描いた人であります。そして主イエス様も全く同じように群衆をご覧になったのです。すなわち群衆を失われた罪人とご覧になったのです。

日々私たちは新聞で離婚や殺人、また、盗難のことなどを読みます。このことに対して、私たちは無関心でいていいものでしょうか。このような惑わされた人々に対して私たちは同情を持っているのでありましょうか。

悪魔は人殺しであり、人々を惑わし、欺き、いざない、すべての結果として、絶望と自殺と自暴自棄の状態に人々を落とし入れるのです。しかし主イエス様は、私たちにいのちを与え、豊かなものにするために来られたのであります。誰でも心の奥底では本当の満足を求めています。しかしそれを与えることができるのは、ただ主イエス様だけなのです。

第五番目に「群衆の孤独」について、ちょっと考えたいと思うのですが、羊飼いのいない羊のように倒れ、自分勝手な道を行ってしまっていると、主イエス様は群衆の孤独について言われたのであります。羊飼いのいない羊は本当に孤独なんです。羊飼いを持たないということは、すなわち失われているということを意味しています。主イエス様なき人間は失われた羊のようなものです。ルカの福音書15章40節によると、羊飼いは失われた羊を見つけるまで探し求めるのです。それこそが主イエス様の願いのなのです。しかし何としばしば、このよき羊飼いに対して冷酷な態度をとることでありましょうか。当時の多くの人々は主イエス様に対して冷酷な態度をとったのです。だから、主イエス様は次のように言わなかったらならなかったのです。

ルカの福音書13:34

34 ああ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者、わたしは、めんどりがひなを翼の下にかばうように、あなたの子らを幾たび集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを好まなかった。 

とあります。こういうふうに、群衆のまなざし、群衆の大きさ、群衆の苦しみ、群衆の罪、群衆の孤独によって救霊の必要性を知ることができると思います。

私たちは人を漁ることの大切さについて語ってまいりました。いろいろな事実がこのことについてはっきりと語っています。

例えば、地獄の存在。

二番目は、今日の堕落。

三番目は、イエスの死であります。

地獄、すなわちとこしえに失われた状態が事実存在しているゆえに、救霊が必要なのです。主イエス様ほど、はっきりと地獄について語られた方は他には一人もおられません。また主イエス様ほど、地獄を警告している人も一人もおりません。地獄とは永久に赦されざる、罪を見ない状態を続けて行かなければならない状態、すなわち永久に罪を犯し続け、永久にのろわれた状態に止まることです。地獄がありますから、人間は生きている間に救われなければならないのです。地獄がありますから、キリスト者一人一人は、自分の使命を正しく知り、そして救霊のために、また主イエス様のために、魂を救うという目的を持たなければならないのです。
二番目に、今日の地上では、誰でも救われなければならないことを語っています。例えば今日、もはや本当に親密な家族というものは存在せず、そのことは多くの離婚が物語っているのです。たとえ離婚までいかなくとも、本当の交わり、本当の相互理解、本当の愛の存在する家庭が殆ど存在しないことを私たちは知っています。また教育の場である学校といえども、子供達に心の支えを与えることができなくなっていることも知っています。政府もまた決して善の模範ではなく、悪魔に惑わされているのです。

今日世界が必要としているのは主イエス様なのです。ただ一人、イエス様お一人だけがあらゆる問題に対して解決なのです。このことは多くの人々に宣べ伝えられなければなりません。そしてそのために、主は用いたく思っておられるのです。地獄の存在、また今日の堕落によって、救霊の必要が明らかになりました。
三番目に主イエス様のお苦しみもまた、誰もが救いを必要としていることをはっきり語っているのです。主イエス様のお苦しみと死は、間違いなく次のことを語っています。すなわち、主なる神にとって全ての人々の魂が尊いものであります。この世のすべての富にも勝るものであるということです。

ヨハネの福音書3:16

16 神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 

とあります。主イエス様の唯一の願いは、失われている者を探し求め救うことでありました。賢い者は同じことを行なうのです。

今まで私たちは救霊の必要性について考えて参りましたが、今度は二番目に、「魂の救霊の勧めと前提条件」について、すなわちいかに人々が獲得されるべきであるか、そのために絶対必要なものは何であるかということです。私たちの主は漁師ペテロに呼び掛けられました。今から、あなたは人を漁る者となるべきです。魚をとることと、救霊の間には若干の類似点があります。そこで5つの点について一緒に考えて見たいのです。ちょっと簡単に申すならば、

第一番目は、目的を自覚すること。

第二番目は、人間を知ること。

第三番目は、よいえさを使うこと。

第四番目は、自分を見えないようにすること。

第五番目は、自分に気をつけること。

です。

まず、第一に目的をはっきり自覚しなければなりません。今まで私たちは救霊の必要性について考えてまいりました。何が一番大切であるかもう判っているのであります。すなわち道徳や宗教が問題なのではなく、救いが問題なのです。目的を自覚するということは、自分の欲することを知り、自分のなすことを測量することに他なりません。あなたの全存在はそのことに向けられなければなりません。できるだけたくさんの魚を獲りたいと思う漁師は、全神経を集中して魚を獲らなければなりません。彼はそのあい間に本を読んだり、ラジオを聞いたりすることはいけないことであります。魚を獲るためには集中力と決断力が必要です。

主イエス様のために人を漁ろうと思う人は、同様に全神経を集中して、それを断固として行なわなければなりません。目的をはっきりと自覚しましょう。あなたが主イエス様のために救いたいと思う人だけを考えましょう。すなわち多くの祈り、たゆまざる決意、そしてこれらの人々に従事することが必要です。

第二に、あなたの魚のことを正しく知る必要があります。人々を主イエス様のもとに導こうと思っている人はまず、第一に聖書のことを知らなければなりません。そして第二に人間の心のことを知る必要があります。あなたの魚のことを正しく知ってください。人は皆異なっているのです。私達は人々を知り、尊敬し、とりわけ、愛さなければなりません。魚を獲ることも人を漁ることも、それを学ぶことは一朝一夕にできるものではありません。聖霊は、聖書と自分の心を知っている者だけをお用いになることができるのです。

第三に、えさとしてもっとも良いものを使うべきです。最も良いものだけを用いましょう。実際にはまた色々な魚がいるわけですけど、魚と同じようにえさも色々あるわけです。全ての魚に対して針はただ一つだけであり、それはすなわち、神のことばなんです。けど一つの魚に対して、それにふさわしいえさが選ばれなければなりません。漁師は魚に合わせなければならないのです。神のみことばを愛してるにもかかわらず、魚に合わせることをしない人、すなわち救われる人に合わせることをしない人々がいます。しかしそれでは人々が驚いて逃げてしまうのです。魚に責任があるのではなく、責任は漁師にあるのです。

第四番目に、自分自身を見えないようにします。つりをする場合三つの原則があるそうです。すなわち第一は見えないようにすること。第二も見えないようにすること。第三もまた見えないようにすること。すなわちこのことこそがもっとも大切なことなのです。旧約聖書の中では祭司は神と人間との仲労者として存在しました。いつの時代のカトリック教会も同じことを、わがもの顔でやってるのです。しかし新約聖書においては、それとは違った原則が通用しているのです。すなわち、自分自身を見えないようにすることであり、人を漁る者は決して中心になってはならないのです。パプテスマのヨハネは本当に人を漁る者でありました。彼は人々に主イエス様のことを指し示しましたが、その秘密は、彼はすなわちイエス様は盛んになり、私は衰えるということでありました。魚は良い目を持っております。人々も私達が前面に出ようとしているのか、それとも人々を探し求めて、救おうと願っているお方がニセであるかどうかを見ているのであります。魚は私達を見ているかぎりはえさを食べようとしないでしょう。たとえどれほど聖書的でありましょうと、私達が前面に出てしまうなら人々は離れてしまうでしょう。ねらわれるべきただ一つのえさは、主イエス様なのです。見えなくなるようになりたいと思うことは一朝一夕できるものではなく、ただ苦しい教訓によってのみ、これを学ぶことができるのです。

第五番目は、自分自身に気をつけることです。すなわちあなたの心の状態が非常に大切なのです。魚は針を持つ手がなんであるかを感じるのです。私たちが失望、落胆したり、打ちのめされた状態でいる時、誰もイエス様のみもとに引き寄せることができないでしょう。鱒を獲る場合は、針は水面スレスレにおいて、それを軽く動かさなければならないそうです。そしてえさだけが見える状態にしなければなりません。次に心が開放されても喜びをもって、主イエス様を見上げ、主は必ず奇跡をなしてくださるということを100％信頼する、このような態度の時にのみ、人々は主イエス様のみもとに引き寄せられるのであります。

箴言25:11

11 時宜にかなって語られることばは、銀の彫り物にはめられた金のりんごのようだ。 

と書いてあります。金のりんご、すなわち救いの福音は銀の刻物にはめられるわけで、従ってそのように魅力的なものでなければなりません。

以上のことをまとめますと、主なる神の平和が私たちを満たしていること、そして主イエス様の喜びが私達から輝きでていること、そして主の御霊が私たちに人を漁るための可能性を与えてくれることが大切であります。

最後にもう一度、聖霊が人を漁る者としてお用いになることのできる人のことについて考えたいと思うのであります。5つことが大切です。簡単に申しますならば、

救霊者（人を漁る者）の情熱。

第二番目は、救霊者の力。

第三番目は、救霊者の忍耐。

第四番目は、救霊者の恐れ。

そして最後に、第五番目は、救霊者の従順。

この5点について考えて終わりたいと思います。

まず第一は、人を漁る者の情熱であります。

ヨハネの福音書10:16

16 わたしにはまた、この囲いに属さないほかの羊があります。わたしはそれをも導かなければなりません。 

私はそれを導かなければなりません。とイエス様は言われたのであります。他の羊とは遠く離れていて、人間的に見ると救われ得ない人々のことです、私はそれも導かなければなりません。これこそ主イエス様の情熱なのです。私たちもまたこの情熱を必要としているのです。この情熱がなければ、私たちの行いはすべてむなしいものです。

人を漁る者ジョ－ジレ－ナ－ドは必死になって次のように祈りました。「主よどうか私に多くのたましいをお与えください。さもなければ私は死にます。」このことによって、主は彼に多くの魚、救われる魂をお与えになったのです。この願いは楽しみではなく苦しみであり、有頂天になることではなく戦いであります。殆どの信者はこの苦しみ、この戦いを恐れ、そのためその人生は祝福された者となるができず、主イエス様が約束されたようないのちの泉が流れ出てこないのです。本当に人を漁る者となった弟子たちに主イエス様は次のように言われました。

マルコの福音書10:38

38 わたしの飲もうとする杯を飲み、わたしの受けようとするバプテスマを受けることができますか。」 

すなわち生きるようになりますということです。すなわちこの苦しみこそ、人を漁る情熱の秘密なのです。その代価は死ぬことであり、衰えることであり、見えないようになり、ただ声だけとなることが生きる備えであります。私達は次のように祈り求めようではありませんか、「主よ。どうかわたしに人々をあなた様のみもとに導く情熱と深い飢え渇きをお与えになってください。私はあなたが、私を祝福してくださるまであなたを離しません。あなたが私を救霊のためにお用いくださるまで離しません。」
二番目には、人を漁る者の力であります。人を漁る者パウロは絶対必要な力について、私達に語っております。

コリント人への手紙第II、5:14

14 キリストの愛が私たちを取り囲んでいる 

私たちはみんな、神の愛についてほんの少ししか知りません。神の愛は私たちが考えるよりもはるかに大きなものです。この神の愛こそ人を漁る者の力なのです。愛には様々な種類があります。例えばいわゆる隣人愛、それから主に対する愛、そして最後に私たちに対する神の愛であります。

第一の種類の愛については再三、再四語られています。すなわち「汝の敵を愛せよ。」これです。しかし、実際は今日の人間の特徴は、ただ自分自身のことだけを考える、隣人の幸せは胸中にないのです。次に主イエス様に対する愛があります。それなくして私たちの人生は永遠に価値のなき者として止まるのです。この愛が欠けている場合に主は次のように言われます。「私はあなたの燭台をあなたから取り去ろう。私はあなたが最初の愛から離れてしまったことを非難します。」更に私たちに対する主の愛があります。これは私たちが主の愛によって満たされることであり、これこそ一番大切なことであります。

ルカの福音書5章によると、すばらしい魚獲りについてしるされていますが、網は引き裂けかけてしまいました。ヨハネの福音書21章にもすばらしい魚獲りのことが書かれていますが、ここでは網は引き裂けませんでした。船には最初のできごとがよみがえりの前に起こり、第二のできごとはよみがえりの後に起ったことであり、すなわちはじめは人間の力でやろうとして失敗し、後の場合は主の力によったため成功したことを意味してます。

主は私たちが失われた人の救霊ために努力することを望んでおられます。しかし自分自身の力によると必ず失敗しますが、肉の力ではなく主のよみがえりの力、主の愛の力によって効用することが大切です。主の愛が私たちを満たし、この愛によって私たちが失われた者のところにかりだされるまで、私たちは神のもとにとどまる必要があります。

救霊者の情熱、救霊者の力、第三番目は人を漁る者の忍耐について、ちょっとだけ考えたいと思うんですが、

ヤコブの手紙5:7

7 見なさい。農夫は、大地の貴重な実りを、秋の雨や春の雨が降るまで、耐え忍んで待っています。 

とあります。忍耐をもって待つこと、そのことも学ばなければならないことですが、一朝一夕にできるものではありません。私たちの神の特徴の一つは寛容と忍耐であります。決して失望、落胆することがありませんように。魚を獲る場合も大抵は希望どおりにならず、忍耐をもって待たねばなりません。しばしば人があきらめようとするまさにそのとき、魚が餌に喰いつき、それからどんどんに釣れるようになる場合が多いのです。

自分が、一人の人に対して何も起らないから、その人のために祈ることを止めようとする、まさにそのときにことが起るのです。忍耐を持って待ちましょう。そうすれば主は祈りを聞いてくださり、あなたは奇跡を体験するでしょう。この主なる神の寛容と忍耐がなければ、人々は私たちから離れて行き、そのためのすべての努力はむなしいものとなります。

第四番目は、人を漁る者の恐れる態度であります。他の人を主のみもとに導こうとする者は悪魔の攻撃のまっただ中に立たされます。人は罪の告白を聞き、そして罪の恐ろしさを感じます。この場合大切なことは、罪を憎んで罪人を愛することです。罪そのものを憎んで、罪人を愛することです。
ユダの手紙1:23

23 火の中からつかみ出して救い、またある人々を、恐れを感じながらあわれみ、肉によって汚されたその下着さえも忌みきらいなさい。 

とあります。この罪に対する憎しみがなければなりません。私たちの中に罪があるならば、悪魔は私たちにつけこむ余地を持ち、聖霊はさまたげられることになります。もしもあなたが意識して罪の中に生きるならば、他の人を主のために獲得しようと試みることを止めてください。

主なる神が用いる、人を支配する者は、まことに神を恐れる態度の人であります。主なる神によって用いられる人は、自分の不完全さ、また足りなさをよく知っています。しかしながら、彼は全てを完全に主にゆだねるのです。この主を恐れる恐れは、自分勝手な行いから私たちを守ってくださる。その結果、主が私たちをお用いになることができるのです。

最後の点は五番目になりますけれども、人を漁る者の従順であります。全ての信者に主のみことばがあてはまります。すなわち主は、「わたしに従ってください。そうすれば、わたしはあなたがたを人を漁る者にしよう。」と言っておられます。では何がいったい大切なのでありましょうか。主に従うことです。「わたしに従がってください。」とイエス様は言われます。主に従うことだけが要求されてるのです。その他のことは何の役にも立ちません。ここで従うということは、日常生活小さなことにも忠実であることを意味します。

ルカの福音書19:17

17 あなたはほんの小さな事にも忠実だったから、十の町を支配する者になりなさい。』 

と語られ、また約束されております。あなたの人生の全てを主に渡し、主に全てをゆだねてください。そうすればこの瞬間から、すぐあなたはしもべになっております。しかしまず、主に仕えるための養育と準備を始めることです。そうすれば、主はあなたを人を救うためにお用いになるでしょう。主に従うこと、主に全てをあけ渡すこと、このことが大切なのです。つまり主に結び付くこと、主につながることが大切なのです。私たちの必死の努力は決して実を結びません。実は、私たちが主につながっていること、主に従うことの結果なのです。「わたしに従いなさい。」「わたしにつながっていなさい。」

個人伝道3　　　　　　　　　　　　　ベック兄(レトロテープ聞き取り)

「知恵のある者は人の心をとらえる。」と箴言11章30節 に書いてあります。私達は救霊の必要性について考えました。また救霊の勧めと前提条件についても考えたのであります。前提条件は救霊者の情熱、力、忍耐、恐れと従順であります。主に従うこと、主イエス様に全てを空け渡すこのことが本当に大切なことです。つまり主イエス様に結び付くことです。主につながることです。自分自身の努力では決して実は結びません。だから主は、「従いなさい。私につながっていなさい。」と命令してくださるのです。ゲッセマネの園に至まで私に従いなさい。目を覚まして私と共に祈り戦いなさい。ちょうどこの家の前まで私に従いなさい。たとえあなたが訴えられ、悪魔の憎しみを経験をするようなことがあっても私に従いなさい。宿営の外に出てはずかめを身に受けても、私に従いなさい。十字架に至るまでも私に従いなさい。恐ろしい孤独と暗黒に至るまでも私に従いなさい。私と共に苦しみを共にする備えをしなさい。私に従いなさい。私はよみがえった者である。私の勝利の力はあなたがたも体験すべきである。

ヨシュア記1:3

3 あなたがたが足の裏で踏む所はことごとく、わたしがモーセに約束したとおり、あなたがたに与えている。 

「私はあなたがたを人を漁る者にしよう。私がしよう。あなたがたが、どうせできないからです、私がしよう。」主の行いは創造的な行いです。存在しないものも主の行いによって存在するようになれるんです。人は自分の力や努力によって、人を漁る者となることはできません。また人は研究や頭の知識で漁る者となることもできません。人はただ神の創造的な行いによってのみ、人を漁るものとなることができのです。主の御名の栄光のために、また人を救うご奉仕のために私をお用いくださいと、このように主に祈る者は幸いです。

主イエス様が弟子達を人を漁る者としてお用いになるため、弟子達に従うようと呼び掛けられたことは、あなたがたの網を捨てなさいということでした。そして彼らは網を捨て、自分の物を全部捨て、彼らを妨げる物を全て捨て、全てのものを第二次的なものとして捨てたのです。パウロもまた自分の網を捨てました。彼は言っております。

ピリピ人への手紙3:7

7 私にとって得であったこのようなものをみな、私はキリストのゆえに、損と思うようになりました。 

主の働きにとって妨げとなるものは、自分自身のもの全てであります。私達の最大の敵は私達自身の自我であります。主のみことばは言っております。

ゼカリヤ書4:6

6 『権力によらず、能力によらず、わたしの霊によって。』と万軍の主は仰せられる。 

使徒の働き1:8

8 聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。そして...わたしの証人となります。」 

私に従いなさい、そうすれば私はあなたがたを人間を漁る者にしょう。今まで私たちは次のことを考えてきました。すなわち、第一番目は救霊の必要性について、第二番目には救霊の勧めと前提条件について、そして今、第三番目に「救霊者の実践的な方法について」考えてみたいと思うのです。この場合大切なのは第一番目に主に対するわれわれの態度と、第二番目に人々に対するわれわれの態度です。

まず主に対するわれわれの態度は、より頼む態度でなければなりません。これは私達の祈りの生活の中に表れてきます。主のために人を獲得したいと思う者は、次の5つのことをやってみること。

第一番目は祈りの手帳をつくること。

第二番目に、まず、主に呼び求めること。

第三番目に罪に余地を与えないこと。

第四番目に信仰によって祈ること。

第五番目に奇跡を期待することです。

この5つのことについて、ちょっとだけ考えたいと思うんです。

第一番目は祈りの手帳をつくることです。まず主が救いたいと思っておられる人の名前を、主があなたに示してくださるように主にお願いしてください。これこそがあなたにとって一番大切なこととならなければなりません。ですから、軽率にいろいろの人の名前を書くことはやめましょう。まず祈り、そしてあなたの心の奥底に深く入り込んでくる人がいるならば、その人の名前を書いてください。まだ救われていない家族、親戚、友人、仕事の同僚等、これらの人々があなたにとって心にかかる重荷としておかれることでしょう。

その人の名前と共に、そのことを思いついた日にち、また与えられた約束を書き、そしてその名前の後にその人が救われた日を書き込むための余白を空けておいてください。書いた名前は決して消してはなりません。ただ彼が死んだ時だけとか、信者になった時にだけ名前を消しましょう。そしてその人が、主を自ら体験する時まで祈り続けましょう。ある人は2～3日で救われるかも知れませんが、しかしある人は何ケ月も、何年もかかるかも知れません。しかし大切なことは主に祈り続けることです。

第二番目に主に呼び求めることです。まず主に呼び求めることが大切です。あなたが主について人々と語る前に、まずあなたが救いたいと思っている人について主に語ってください。そうでなければ、全ての人間的な努力は何の価値もありません。救霊は神のみわざです。ですからまず、主が呼び求められなければならないのです。主にお願いしてください。そうすれば全てが与えられるのです。救霊のために祈りなさい、そうすればその魂があなたに与えられるでしょう。

第三番目に罪に余地を与えてはいけません。全て意識して行なった罪は主に告白されなければなりません。さもなければ、本当の祈りの生活は不可能です。

詩篇66:18

18 もしも私の心にいだく不義があるなら、主は聞き入れてくださらない。 

イザヤ書59:1-2

1 見よ。主の御手が短くて救えないのではない。その耳が遠くて、聞こえないのではない。 

2 あなたがたの咎が、あなたがたと、あなたがたの神との仕切りとなり、あなたがたの罪が御顔を隠させ、聞いてくださらないようにしたのだ。 

と、主が聞いてくださらず、主が聞き届けてくださらなければ、全ての人間的な努力はむなしく、誰も救われません。誰も主に逆らうことはできません。詩篇97篇5節に非常にすばらしいことが書いてあります。すばらしい約束です。

詩篇97:5

5 山々は主の御前に、ろうのように溶けた。 

とあります。

イザヤ書59章1節-2節、これを見て判るように誰も主に逆らうことはできません。しかし信者の生活における罪は、主の御手を束縛してしまいます。全ての罪は私たちの良心に負担となり、この負担となった良心をもってしては、私たちは人々を、ただ恐がらせるだけでありましょう。あなたが意識している罪を全て告白してください。そして主の血潮の確信のゆえに感謝してください。そうすれば信頼して祈ることができ、あなたが人々の救いのために、単純に感謝することによって、信仰によって主のための人々をいただくことができるのです。もしも、あなたが何年も特定の人のために祈り続けてきたにもかかわらず、一人も信者にならなかったならば、罪が主の祝福を妨げているのではないかどうか、真剣に吟味してください。

第四番目には信仰によって祈ってください。もしもわたしたちが、心の中にいかなる罪の余地をも許さないならば、私たちは信仰によって祈ることはできます。信仰によって祈るということが、いかなる疑いをも生じさせないということです。主は祈るようにとお命じになりました。ですから私は祈ります。そうすれば主は答えざるを得ないのです。というのは、主は決してうそをおつきにならないお方ですから、「求めよそうすれば与えられます。」もしも私たちが祈って何も与えられないというならば、そんなことは絶対あり得ないんです。神の約束は完全に心配するに足るものです。もしも私たちが全然祈りをかなえてもらった経験がないならば、それはしばしば私たちが信じないことによることが多いのです。あなたの理解や感情が大切なのではなく、主のみことばに対するあなたの信頼が大切なのです。神のみことばは神の御約束です。神の御約束は私達が銀行に出せばお金がもらえる小切手のようなものです。神の約束は神の行いである。しかも神の創造的な行為なのです。私達が主のみことばを信ずるかぎり主は働いてくださり、大いなる奇跡を起してくださるのです。私たちの祈りは答えられるのです。

第五番目に正しく祈ることを知ってください。次のことは否定することができない事実です。すなわち人が祈るなら、神は聞いてくださり、行動してくださいます。祈りは主を動かすのです。あなたが正しく祈ることを知っているならば、主を祈りの引手として知るようになるでしょう。あなたが手帳に書いている人々のために、毎日祈ってください。主の前に真剣に彼らのことを思うならば、主は答えてくださり、彼らを救ってくださいます。あなたの祈りが全て聞き届けられるという、強い要求を持ってください。主が奇跡を行なってくださるということを完全に意識して期待してください。もしも特定の人が信者にならないならば、何が妨げになっているかを主にたずねてください。そして自分自身を大切にしないで、あなたの生活の中の全て妨げを明らかにしてもらってください。毎日、この祈り、求めのために決まった時間を持ってください。それを何者にも妨げられないようにしてください。

今まで私たちの、主に対する態度について考えてきました。そこでこれから第二の点の、「人間に対する私たちの態度」について考えて見ることにしましょう。主が私たちに未信者を重荷としてお与えになり、その全てのために私たちが祈り求め、信仰によってお願いし、期待するだけでは決して十分ではありません。主は私達を人を漁どる者としてお用いになりたいのです。すなわち私たちはその人々と直接話し合わなければなりません。祈りの中で主に語りながら、人々と話す勇気を持っていない信者がいるのです。主は信者一人一人に、あなたは私の証人と言われているのです。内住の聖霊によって、信者は誰でも主について証しすることができるのです。その場合、いくつかの点が考えられなければなりません。

第一番目は不必要に議論をしないでください。確かに場合によっては議論せざるを得ない場合があるでしょう。私たちはその例を使徒の働きの中で見出すことができます。しかしながら、それは聞いている第三者にとっての益となるべきです。主のみもとに来るべき人に対しては議論しないほうがいいでしょう。議論は人をつまぜかせます。柔和な霊をもって人に近づくようにしてください。全ての議論は人間の心に訴えるのではなく、せいぜい理性に訴えるだけです。議論は人を服従させることができるかも知れませんが、それは大切なことではありません。そうですから、あなたがどのように主を体験し、そして主があなたにとって何を意味するかを、単純に証しするの方がはるかに益であります。あなたが主を信頼するようになってから、主の平安と主の喜びはいかにあなたのものとなったかを言ってあげてください。これは議論され得ない事実なのです。

第二番目に事実を指し示してください。あなたが体験したことは事実です。主イエス様が十字架で成就してくださったことも事実です。この事実が指し示されるべきです。それは聖書を指し示すことよりもはるかに大切なことです。かしこい人はしばしば教えを指し示します。しかしその結果はどうかと言いますと人間が自分の考えを修正されうるということで、これは救いと何の関係もありません。例えば、聖書的な教えの論理は理性によって理解されたとしても、それは救いと何の関係もないことです。多くの人々は聖書の教えを信じ、それを正しいと認めますが、それらの人々は救われることはありません。人が正しい聖書の教えを理解したとしても、救われなかったならば、それは人間にとって何の役に立でありましょうか。全然役に立ちません。

ある一人のお爺さんが、毎週教会に行っており、それは彼にとってよい習慣となっていました。彼は聖書的な教えの正しさを疑いませんでした。彼はいつも厳格な語を使ってきました。彼は家ではしばしば理性を失い非常に怒ったのです。彼の小さな孫は教会からの帰り道、お爺さんにたずねました。「お爺さん、お爺さんは、イエス様を信じているの。」「静かにしなさい。」という言葉が、お爺さんの答えでした。しばらくして、小さな子供はまたたずねました。「お爺さん、お爺さんはイエス様を信じているようには全然見えないんだけど。」「子供は黙るべきである。」という言葉が、お爺さんの興奮した答えでした。しかしその子は、しばらくしてからもう一度、たずねました。「お爺さん、お爺さんはどうしてイエス様を信じないの。」それに対してお爺さんは、もう何も答えることができませんでした。彼は主が彼に語られたことを知り、しばらくしてから彼の全生涯を主に空け渡したということです。彼は聖書的な教えの説明に納得したのではなく、彼のかわいい孫娘こそ主の器として用いられたのです。あなたが福音を宣べ伝える時、人からあざわらわれることを恐れないでください。まだ幼稚だと思われることを恐れないでください。りっぱな理解力が人を納得させるのではありません。ただ幼子のように事実を指し示してください。

第三番目には、真剣な態度をとってください。私達が人々を主に導こうと思うならば、本当に真剣であることが、私達を特徴づけなけなければなりません。もしも私達が、わざと人々によく見られようとしたり、笑わそうとするならば何の結果も残らないでしょう。この場合には死ぬか生きるかが問題になっているのであり、宗教や道徳が問題なのではなく、とこしえに救われるのか、永遠の滅びに至るかが問題となっているのです。だから真剣な態度をとってください。
四番目に、よい機会のために祈り求めてください。祈りの中で私達は、主が、私達が話し合ってみたいと思う人と一緒にしてくださるように祈り求めるべきです。最近私は一人の若い信者の娘さんについて書いた本を読みました。彼女は証しをする機会与えてくださるようにと祈り求めました。彼女はある大きな百貨店で働いていました。彼女は2～3人の同僚を招待し、救われる必要性について語りました。一人の若い娘は特に目立った服装をしており、傲慢でどうにもならないほどでした。ところが彼女も招待されたのです。はじめ彼女は福音を拒みました。「私は全てにわたってこの世の楽しみを愛しているのです。私は全てお受けする気持ちはありません。」と言いました。信者の娘は、「全てを家でもう一度考え直して、自分の決心をイエス様に言ってほしい。」と頼みました。彼女はひざまずき、自分の全生涯を主イエス様に空け渡したのです。彼女の外観は突然変わりました。彼女は質素な洋服を着るようになり、彼女の傲慢な態度は色あせたように消え去ってしまったのです。それから2～3日経って、百貨店の支配人は彼女を呼び寄せ、「おめでとう。」と言いました。なぜなら彼女はそれほどまでに変わったからです。実は、もし彼女が一週間以内に変わらなければ、彼女をやめさせることが会議で決定されていたのです。彼女はお客様に対してもサービスが不親切だったため、百貨店は彼女のそのような態度は損失が増し加えるだけと判断したのです。しかし彼女はその週にイエス様に出会い、全く新しい人となりました。彼女は百貨店にとどまることができただけではありません。彼女はこの会社で人を漁る者となりました。一年間に百人以上の娘さん達が、彼女によってイエス様のもとに導かれたのです。

2～3の人は非常に難しく、そのためにあなたはそれらの人々と話すことを恐れているかも知れません。それでしたら、まずその人々のために祈ってください。そうすればあなたが証しをする機会を与えられるでしょう。主があなたに一人の人間を示されたならば、その人のために証しする機会が与えられるまで祈ってください。どんな結果になるだろうかと心配しないで下さい。主が行動してくださるのです。

五番目に、同じ仲間の人々を獲得するようにしてください。すなわち看護師は他の職業の人よりも同じ看護師仲間の間で働くほうが実りがあり、医者は他の職業の人よりも医者仲間の間で働いたほうが好ましく、病人は健康な人よりも病人仲間の間で働くほうが望ましく、学生は学生仲間で、労働者は労働者仲間の間で望ましいと言えましょう。もちろん、医者が患者さんの間で証しをしたり、先生が学生に対して主イエス様を指し示したり、工場経営者が労働者に対して主イエス様を証ししたり、上に立つ人がその部下を救い主のもとに導こうとすることがあります。もちろん例外があるのです。しかし靴屋さんが大学の教授を主に導たり、清掃夫が医者を回心させたりすることは自然ではありません。もっとも主が、そのようにお導きになり、このような奇跡をしてくださるわけですが、それが自然な姿であるとは言えません。だから、前提として同じ仲間の人々を獲得するようにしてください。

六番目に、あなたの知っている人のために、毎日主に祈ってください。そのことによって特定の魂が、特にあなたの胸中に置かれることになります。それらの人々の名前をあなたの祈りの手帳に書いて、この人々がはっきりと救われるまで、毎日、毎日その人々のために祈り求めてください。まずその人々のために集中的に祈ってください。それから主を見つめながら、全てを主にゆだねながら、この人たちに語りかけることをやってみてください。あなた自身が体験した主の呼び掛けについて証しをしてください。すなわち主イエス様があなたにとって何を意味しているかを語ってください。そのような証しには、いかなる反論もでてこないはずですし、そのような証しは絶対忘れさられることはないのです。

最後の第七番目になりますけれども、時がよくても悪くても、主イエス様のことについて語ってください。

テモテへの手紙第II、4:2

2 みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。 

あらゆる機会を用いて、主イエス様による福音を指し示してください。失われた機会は二度とはやってこないのです。主があなたをいつも主イエス様の証人として用いになることができるように、聖霊の導きに対して心を開いていてください。医者があらゆる患者にいろいろ異なった取り扱いをしなければならないように救霊者、すなわち人を漁る者もあらゆる人を正確に知らなければなりません。私たちは常に、なぜある人が救われ、別の人が救われなかったのかの原因を充分に考えて、疑惑的です。人々が救い主を知るに至らないならば、これはしばしば私たち自身の責任であり、それでしたら厳密な自己吟味が大切であります。もしも私たちが徹頭徹尾、主におゆだねし、主に導いていただく備えができているならば、主が恵みを賜り、私たちを人を漁る者としてお用いになってくださることを体験するでしょう。

次のことについて語って参りました。救霊の必要性、救霊の勧めと前提条件、救霊の実践的な方法であります。最後にまとめとして、詩篇126篇5節-6節をお読みしたいと思います。

詩篇126:5-6

5 涙とともに種を蒔く者は、喜び叫びながら刈り取ろう。 

6 種入れをかかえ、泣きながら出て行く者は、束をかかえ、喜び叫びながら帰って来る。 

とあります。

キリスト者の主な課題は、キリストが、死んだ魂を救うこと。魂を救うために、私たちの主は天の栄光を捨ててくださったのです。魂を救うために、主イエス様はこの地上で生き、そして死んでくださったのです。魂を救うために主イエス様は死んでくださったのです。魂を救うためによみがえってくださり、今も生きていてくださるのです。今日一人の魂が主を見いだすならば、天には大いなる喜びがあるのです。今読みました詩篇126篇5節-6節では、次の5つの事柄が、語られています。

一番目、救霊のための命令。

二番目、救霊のための前提条件。

三番目、救霊のための手段。

四番目、救霊のための確信。

五番目、救霊のための結果。

であります。この5つの点について、簡単に考えて終わりたいと思うんです。

一番目は救霊の命令。6節です。出ていく者という表現がでてきます。魂を獲得したいと思う者は出ていかなければなりません。主イエス様の命令は次のようなものです。「全世界に出て行きなさい。」

マルコの福音書16:15

15 全世界に出て行きなさい。 

マタイの福音書4:19

19 わたしについて来なさい。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう。」 

この命令に従わない者は決して、人を漁る者とはなれません。

ルカの福音書14:23

23 街道や垣根のところに出かけて行って、...無理にでも人々を連れて来なさい。 

多くの人は、最もよいキリスト者は最もよい救霊者であると思っています。あるいは道徳的に最も高い地位にある人が最もよい救霊者と思い込んでいます。しかしそれは間違いです。もしもそうであれば、パリサイ人達は最もよい救霊者でなければならなかったでありましょう。しかし実際はそうではなかったのです。今日でも忠実に集会を訪れ、忠実に聖書を読み、一人もつまずかせないように気を使っている信者が大勢います。しかし彼らによっては、一人の魂も主のみもとに来ることはありません。これは非常に悲しい事実です。

また他の人は次のように考えています。私の毎日の歩みによって、他の人々は救われるような、そのように神に祝福された人生を送りたい思う。しかし事実はそのような模範的な歩みといえども、他の人を救うことはできないのです。これは救霊のための道ではありません。もちろん私達の生活が主イエス様を表すということは大切なことですが、しかしこれが一番大切なところではありません。失われた人々のところに行くことです。

また多くの人々は、救霊のためには多くの聖書知識をもたなければならないと考えています。そして聖書のことを最もよく知っている人がよき救霊者であると思います。これも多くの場合決してそうではありません。失われた人々のところへ行きなさい。これこそ神の第一のご命令です。

しばしば、救霊とは特別の賜物であるかのように考えられがちです。すなわちよい教養を身に付け、よい性質の賜物を持っている人々、すなわち潤沢な人を引き付けるような、そういう人々がよい救霊者である考えられがちです。しかしこれも決して正しくありません。一番大勢の人々を主のみもとに導くことは、一番失われた人々を探し求めていく、そのような人々なのです。

私たちは救霊の場合に、人間の力や知恵が問題なのでないということを知らなければなりません。一人の人間が説得され、イエス様のものとなるためには、聖霊の力が必要なんです。主イエス様の命令と約束は次のようなものです。すなわち「行きなさい。私はあなたがたとともにいる。」、この命令に従うことが大切なことです。主イエス様の命令は次のようにも言っています。「失われた者のところへ行きなさい。そして喜びの訪れを伝えて、その人々を私のところへ連れて来なさい。」いかなる状態のもとにあっても、できるだけ多くの人々を主のみもとに導きたいと思ってる人はそうされます。

イザヤ書32:20

20 ああ、幸いなことよ。すべての水のほとりに種を蒔...あなたがたは。 

と書いてあります。

伝道者の書11:4

4 風を警戒している人は種を蒔かない。雲を見ている者は刈り入れをしない。 

だからこそ、パウロはテモテへの手紙第IIに次のように書きました。

テモテへの手紙第II、4:2

2 みことばを宣べ伝えなさい。 

種を蒔きなさい。

テモテへの手紙第II、4:2

2 時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。 

人々は、福音を宣べ伝えには聖書の一ヶ所だけでも充分です。ヨハネの福音書3章16節（3:16 神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである）を暗記してください。そしてこのみことばを宣べ伝えなさい。何千人という人々がこのみことばによって救われたのでありましょう。行きなさい。おそらくあなたは何を語るべきか知らないでしょう。しかし主があなたとともにいると約束してくだすったことを覚えなさい。主はいつもあなたとともにいて、あなたを助けてくださいます。主に信頼してください。行きなさい。あなたの周囲には、心開いている人、またあなたによって救われなければ人がいるのです。出て行くのです。出て行かない者は、束をかかえてたえて変わらない。

二番目に、救霊のための前提条件。彼らは泣きながら出ていく。ここで泣くということは砕かれた心、すなわち心の奥底が動かされた状態を表します。この心が動かされた状態でなければ、出かけていくことはできないでしょう。主イエス様は群衆をご覧になった時、彼らをあわれまれたのです。主イエス様はエルサレムを思ったとき、泣いてくださったのです。失われた羊に対する羊飼いの愛、また放蕩息子に対する父親の愛は、罪人に対する主イエス様の愛を私たちに示しているのです。泣きながら出ていくことは救霊のための前提条件なんです。偉大なる救霊者パウロは次のように言っています。

使徒の働き20:31

31 ですから、目をさましていなさい。私が三年の間、夜も昼も、涙とともにあなたがたひとりひとりを訓戒し続けて来たことを、思い出してください。 

使徒の働き20:20

20 益になることは、少しもためらわず、あなたがたに知らせました。人々の前でも、家々でも、あなたがたを教え(ました。)

と書いてあります。人々の前でも、家々でもパウロは福音を宣べ伝えました。すなわちパウロは出かけていきました。しかも泣きながら出かけていったのです。将来裁きの日、あなたの仕事仲間や親戚の者が、イエス様の救いについて私に誰も語ってくれなかったという場合があります。

詩篇142:4

4 私のたましいに気を配る者もいません。 

と書いてあります。

「私の魂に気を配る者もいない。」これは今日、何千人という人々の叫びなのです。このような多くの人々のとこしえの運命に対して、私たちは無関心でいられるのでしょうか。福音は私たちにゆだねられているのです。ゆだねられている私たちはどのような態度をとるべきでしょうか。次の歌は私が非常に感銘させられた歌です。

恵みの時は終わりに近づいている。

広い世界に、今や静かに終わりの日に近づいている。

遠い砂漠の底から不安な叫びが聞こえてくる。

私たちの真っ暗な夜には、決して光がさしこまない。

私たちを照らす神の恵みなくしては私たちは苦しみと闇の中、暗い道をいかなければならない。

永遠に、永遠に、あなたたちは歌い喜びに満ちて、自分は神の子であるという。

私たちは主のいけにえであり、恐怖に満ち、ひどい苦しみに満ちてる。

あなたたちは、なぜ、立ち止まっていて、夜のはじまつた今、私たちを救わないのか。

あなたたちは、なぜ、神様がそのひとり子をつかわして、自分たちを愛していることを教えないのか。

あなたたちのお陰で自分たちは、それを知らずに希望をなく、滅び行くのです。

自分たちは死ぬために生まれたのであり、死は永遠から永遠に至る運命なのだろうか。

私たちには星が輝かない。約束の光も照らさない。

遠くのほうに裁きの雷が聞こえる。なぜ、なぜ、あなたたちは、急がないのか。

神は行って全世界に十字架の勝利者を宣べ伝えよと言っているのに、あなたたちは私達のあわれなこころのために、喜ばしき知らせを待っている。

医療や薬を、苦痛を、永遠に癒す薬を持っているのに、なぜ、そんなに長く沈黙しているのか。

あなたたちの信仰の岩に至る道を示す言葉を、私たちに聞かせてください。

神があなたがたに与えた慰めを私たちにもたらしてください。

私たちの涙をぬぐってください。私たちが死につくのも、あなたがたのせいです。どうか、私たちもみ前に導いてください。

私たちの罪は悩ませ、夜は近づいて私たちは私たちの魂をサタンの力に与えなければならない。

永遠に、永遠に遠くの国々からいく百万という人々が、収穫の主よ、でてきたまえと呼んでいる。

私たち、信者に新しい恵みを与えてください。

私たちの罪を赦してください。

あなたのためにのみ、私たちをお用いになり、私達を使者にとならしめてください。

待ちこがれている魂のところへ、十字架の言葉を運ぶ者となさしめたまえ。

彼らが永遠に滅びないように、心の奥底から動かされ、主の愛とあわれみのうちに私たちは出かけて行くべきです。そうすれば、私たちは多くの人々が信じるようになるということを体験するのです。次のことを覚えましょう。失われた人々を探し求めて行かない者は、主に対して不従順であり、自分自身の救いに対して冒涜であり、主の命令に不従順な者なのです。

第三番目に、救霊のための手段、ゆっくりとちょっと考えたいと思います。

詩篇126:6

6 種入れをかかえ、泣きながら出て行く者 

と書いてあります。この種はルカの福音書8章11節によると「神の言葉」です。束を抱えて帰って来るべきならば、すなわち多くの人々が救われるべきならば、私たちは神の言葉を必要とします。

ヤコブの手紙1:23

23 みことばを聞いても行なわない人がいるなら、その人は自分の生まれつきの顔を鏡で見る人のようです。 

ヤコブの手紙1:21

21 心に植えつけられたみことばを、すなおに受け入れなさい。みことばは、あなたがたのたましいを救うことができます。 

また、

ペテロの手紙第I、1:23

23 あなたがたが新しく生まれたのは、朽ちる種からではなく、朽ちない種からであり、生ける、いつまでも変わることのない、神のことばによるのです。 

ここではっきり書いてあります。すなわち、種は「神のみことば」です。人間の賜物とか、人間的な影響力、あるいは魅力というものが人々を救うのではなく、ただ神のみことばが回心の種なのです。人々が改革されることが問題なのではなく、人々が救われることこそ大切なことなのです。そしてこれは戦いを意味するのです。

コリント人への手紙第II、10:4

4 私たちの戦いの武器は、肉の物ではなく、神の御前で、要塞をも破るほどに力のあるものです。 

とあります。人々が救われるまで、また回心するまでこの戦いは続きますが、主のみことばはどうしても必要なんです。

ヘブル人への手紙4:12

12 神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろいろな考えやはかりごとを判別することができます。 

と書いてあります。また、

エレミヤ書23:29

29 わたしのことばは火のようではないか。また、岩を砕く金槌のようではないか。 

とあります。

主の言葉を自分のものにしなさい。主の御約束に頼りなさい。議論によって人を説得しようとしてはいけません。ただ主のみことばだけが納得させるのです。主のみことばは神の種です。主のみことばは罪について、世にその誤りを認めさせると書いてあります。主の御言は罪人に対する神の愛を示します。主のみことばは信仰とあらゆる確信の土台であります。

四番目には、救霊のための確信です。泣きながら出かけていき、みことばの種を蒔きに行く者は100％収穫を待つことが出来ます。そういう者は束を持ち帰るでしょう。すなわちたった一つの穀粒ではなく、束を持ち帰るとみことばは約束してくださるのです。これは主の約束です。そして神は決して嘘をおつきにならない方です。主は必ず約束を守られます。もちろん、あなたが宣べ伝えた全ての人が救われるわけではなく、おそらく100人宣べ伝えた内の10人だけが救われるかも知れません。しかし主は収穫を与えてくださいます。多くの失望も経験もするでしょう。しかし主は、御名のゆえ、御約束のゆえに実を与えてくださいます。

最後に、救霊のための結果です。彼らは喜びながら帰ってきますとあります。人々が救われるというより大きな経験をすることは殆どありません。羊飼いはいなくなった一匹の羊を見つけた時、大喜びで帰ってきて友達や近所の人を呼び集め、いなくなった羊を見つけましたから、一緒に喜んでくださいと言うでしょう。女の人が無くした銀貨を見つけた時、友達や近所の女たちを呼び集め、無くした銀貨を見つけましたから、一緒に喜んでくださいと言うでしょう。また放蕩息子が帰ってきた時祝宴がはじまりました。というのは、この息子が死んでいたのが生き返り、いなくなっていたのが見つかったのだからです。それと同じように、一人の罪人が悔い改めるなら喜びが天にあるのですとあります。主イエス様が十字架にかかってくださった時、この喜びを思ったのです。主イエス様は自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍ばれました。私達の主は、やがてもたらされる大いなる収穫をするのです。

